
氏名 今津節生

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・保存修復学演習（一）（二）

授業科目

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

東アジア文化遺産保存学会、日本文化財科学会、文化財保存修復学会、日本考古学会、
ICOM-WOAM（国際博物館会議水浸出土考古遺物保存部門）

3D計測技術を用いた文化財の調査研究、遺跡から発見された遺物の保存科学的研究など

水中文化遺産の保存に関する学生の学外研修を企画している。長崎県松浦市と協力して水中考
古学セミナーを開催した。

文化庁 水中遺跡検討委員会 委員、東アジア文化遺産保存学会（会長）、日本文化財科学会（副
会長）、九州国立博物館客員研究員、世界遺産三重津海軍所跡保存活用委員会委員（佐賀
市）、鷹島海底遺跡調査指導委員会 委員（長崎県松浦市）、土佐藩主山内家墓所整備活用委員
会 委員（高知県）、

青山学院大学 大学院博士後期課程単位取得

学術博士

保存科学、文化財科学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

基盤研究（A）  『X線CTを核にした3Dデータの活用に基づく文化財の新研究基盤創設』　（研究
代表者）
挑戦的研究（萌芽 『沈没船の保存・展示のための革新的技術開発』　（研究代表者）
基盤研究（Ｓ）　　『蒙古襲来沈没船の保存・活用に関する学際研究』 （研究分担者）
基盤研究（A）　　『真鍮』　（研究分担者）　   基盤研究（B）　『Ｘ線ＣＴを核としたアイヌ民族資料の
保存修復に関する研究』　　（研究分担者）

学部担当科目

・文化財修復学
・保存科学実習Ⅲ・Ⅴ
・保存科学演習Ⅲ・Ⅳ
・保存科学講読Ⅰ
・保存科学概論Ⅰ

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

文学部長

大学院博士後期課程
担当科目

・保存修復学特殊研究Ⅰ・Ⅱ

通信教育部担当科目 ・文化財学演習Ⅲ



共著

単著

単著

単著

共著

単著

共著

単著

共著

共著

住友財団修復助成30周年記念展図
録、43-47頁

⑥ 3Dデータを活用した文化財
研究の可能性+32:33

①｢鷹島海底遺跡出土遺物の
異なる保存法から見た10年の
影響 —劣化状態とトレハロース
の効果を中心にー｣

⑤ Preliminary Trehalose
Conservation Study of
Materials from the 9th c.
Phanom-Surin Shipwreck Site,
Thailand,

科学研究費基盤研究（A））『X線CTを
核にした3Dデータの活用に基づく文化
財の新研究基盤創設』　に関する研究
報告書、1〜６９８頁

④  Research on conservation
of Mongolian battleships
discovered from the sea floor
off the coast of Takashima,
Setsuo IMAZU

②  文化財保存修理における
保存科学の意義

2020年10月

① Ｘ線ＣＴがもたらす文化財研
究の可能性

（その他）

Ｘ線ＣＴがもたらす文化財研究の可能
性に関する研究

（学会発表）

①  ｢⽔中遺跡から発⾒された
沈没船の保存処理技術｣

③  Waterlogged wood's
conservation method adapted to
the harsh environment of Asia.-
10 features of the Trehalose
method –

元寇の沈没船を艇に、木造沈没船など
の木材と鉄の複合遺物の保存に関する
トレハロースの防錆効果の検証

海底から発見された沈没船等の出遺物
の保存に関する糖類特にラクチトール
とトレハロースの有効性に関する研究

文化財よ、永遠に

② 沈没船の保存・展示のため
の革新的技術開発

日本文化財科学会公開講演会の発表
要旨集および文化財の３Ｄデータに関
する研究の文献データベース,1〜56頁

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①  興福寺乾漆像の研究　―Ｘ
線ＣＴスキャナによる構造解析
―

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

挑戦的研究（萌芽）『沈没船の保存・展
示のための革新的技術開発』　に関す
る研究報告書、1〜82頁

2020年1月

2019年8月

2019年5月

2019年5月

沈没船の保存処理技術に関する研究

出土木材の保存に用いるトレハロース
の効果に関する研究

タイ国で発見された９世紀の沈没船パ
ノムスリン遺跡出土遺物の保存に関す
る研究

奈良大学、九州国立博
物館、東京国立博物
館、法相宗大本山興福
寺

2020年3月

2020年3月

2020年3月

考古学ジャーナル735

Symposium of
Conservation of
Cultural Heritage in
East Asia in Korea,
2019

International
Symposium on
Maritime Silk road :
Conservation Science
of Maritime Objects
and Shinan Shipwreck,
National Reserch of
maritime Cultural
heritage KOREA

日本文化財科学会2020年3月

奈良大学

日本文化財科学会第
36回大会研究発表要
旨集

2019年7月

WET ORGANIC
ARCHAEOLOGICAL
MATERIALS
CONFERENCE (May
21th-24th, 2019, UK,

日本文化財科学会


